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韓国科学技術ジェンダード・イノベーションセンターは、
科学技術情報通信部の承認を得て2021年に設立

GI促進によるSTEMM分野における包括的で公平なR&Iの推進

変革的な未来:GIによるすべての人のための公平なSTEMMの進歩
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About GISTeR

GI政策における
リーダーシップ

SGA統合による
研究の卓越性

GIの能力と意識の
強化

GIのための教育と
エンパワメント

GIによる包括性、
多様性、公平性

説明責任と影響

グローバルな協働と
パートナーシップ

協働による
持続可能性

STEM分野におけるジェンダード・イノベーションは、SGBAを研究に統合することで新しい価値を創造するプロセス
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二重の課題: 不均衡と認識的バイアス

1. 構造的不均衡: ワーク・ライフの衝突
課題 A: 垂直分離 - リーダーシップに就く女性

がほとんどいない
課題 B: 親というペナルティ - 家族とキャリア

のバランスをとるための制度的支援が不十分

2. 認識的バイアス: 知識生産におけるバイアス
定義: 研究プロセス、カリキュラム、制度的文

化そのものに組み込まれたバイアス
例: 研究デザイン、カリキュラム・教科書、

SGIR(セックス・ジェンダー統合研究)推進のため
の評価バイアス

重要な議論: 認識的バイアスに対処しない限り、数を是正しても科学は是正されない
ただし、これら2つのジェンダー問題は密接に関連している



バイアスのコスト: 複雑でグローバルな問題の解決

STEM分野におけるジェンダー多様性は、グローバルな

イノベーション、競争力、複雑な社会問題への対処に不可欠

https://www.undp.org/eurasia/publicatio
ns/investing-gender-equality-and-
inclusive-climate-action

https://asiapacific.unwomen.org/en/digit
al-library/publications/2025/03/caring-
for-the-future

https://www.undp.org/india/publications/unde
rstanding-generative-ais-implications-gender-
using-value-chain-approach-and-ungp-lens

1. 気候変動 2. 高齢化 ３. エージェント型AI
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OECD上位国におけるSTEM分野のジェンダーギャップ(2023年)

1997年の韓国における女性研究開発担当者
の割合は9.7%だった



1993
米国NIHが臨床試
験に女性とマイノ
リティを包摂する
ガイドラインを制

定

2003
研究プロジェクト
でセックスとジェ
ンダーを考慮する
欧州委員会の方針

2010
カナダ保健研究所
が研究にセックス
とジェンダーを

よりよく統合する
政策を採用

2011
ジェンダーサミット
グローバルプラット

フォームの設立
GS APは2015年に
ソウルで、2017年

に東京で開催

2025
米国FDAが臨床試験の
多様性の向上に関する

指針草案を削除。
HHSの女性の健康

イニシアチブへの資金
提供は不透明

2022
英国MRCが実験に
雄雌両方の動物の

使用を要求

SGIRはより良い科学と健康の公平性を目指す

科学の卓越性の推進: 認識的公平性に対するグローバルな後押し

2016
米国NIHがNIHの資金
提供による研究提案に
生物学的変数としての
セックス(SABV)統合

を義務化



• ジェンダー次元を統合することで科学的卓越性を高める
ことができるというジャーナル編集者からの強い推奨が
あったが、緊張も生じた

• 一部の学者は、自分の研究が悪用されることを恐れて、
SGIRを研究に取り入れることに消極的

• 一部の科学者は、同僚から性差を研究しないよう警告
• すでにセックスやジェンダー関連のテーマに取り組んで

いた人も、自分の見解を公表することを躊躇
• このような恐怖と沈黙の風潮は誰のためにもならない。

前進する方法を見つけるには、知識を減らすのではなく
より多くの知識が必要

• SAGERガイドライン
• Nature、Springer、Elsevier等

のジャーナルは著者にセックス
とジェンダーの統合を推奨
(または要求)

March 14, 2024

科学の卓越性の推進: 学術の説明責任と緊張



STEM女性支援のための
WISTセンターを開設

2003

2004
第1次STEM女性向け
マスタープランを策定

研究開発における女性の
最初の統計の公表

2011
梨花女子大学に所属する

4Wプログラムを統合して
WISETを設立

メンタリングプログラム

2013
WISET公益財団法人の
設立

キャリアが中断された
STEM女性を支援

2017 ~ 2020
WISETは科学技術情報通信省
により「その他のタイプの公共

機関」に分類

政府からの安定した財政支援を
確保

STEM分野における
女性の育成及び支援に
関する法律の制定

第1回STEM女子向け
アウトリーチプログラ
ム「WISE」を開始

2002
WISETは韓国科学・工学・技
術女性財団(WISET)に

政策研究センターの設置
(2021.06)

STEM女性のためのプラットフ
ォーム「W Bridge」の開設
(2021.03)

2021

韓国のSTEM分野におけるジェンダー平等推進の小史



⮚法的枠組みの基礎: 女性科学技術者の育成及び支援に関する法律(2002年制定)

• 韓国の上位法であり、STEM女性を促進するすべての政策の主要な法的根拠として機能

• STEM女性をエンパワーし、国の科学技術の発展に直接貢献するために制定

• インパクト: 韓国の科学技術分野における女性の地位向上とジェンダー平等のための強力

で包括的な法的基盤を提供

⮚国家マスタープラン: STEM女性の育成及び支援のためのマスタープラン

(2004年に初めて制定)

• STEM女性支援ための中長期的な政策目標と戦略的方向性を設定する国家レベルの計画

• 進化するニーズや課題に適応するために、5年ごとに更新

• インパクト: 法的枠組みを実行可能な戦略に変換することで、全国でさまざまな支援プロ

グラムを実施するための体系的かつ包括的なアプローチを確保

韓国のSTEM女性のための法的枠組みと政策財団



STEM女性の育成におけるWISETの戦略的役割

https://www.wiset.or.kr/eng/sub01_01_01.do

WISETのミッションと役割:
• 目的: WISETの設立は韓国の法律で

義務付けられており、STEM女性の
ための支援プログラムの促進、関連
システムと環境の改善により国家の
科学技術の進歩に貢献することが目
指されてる

• 法的根拠: WISETの運営は、民法と
「女性科学技術者の育成及び支援に
関する法律」という2つの重要な法律
に基づく

中長期的な開発戦略:
• WISETの戦略は単に数を増やすだけでなく、

グローバルな女性リーダーを育成し、STEM女
性の持続可能な増加のためのエコシステムを構
築することを目指す

• 戦略目標は第4次産業革命に向けた女性の才能
の活用と、労働環境における相互尊重/倫理的
管理の構築に重点を置いている

• 導入目標は女子学生のSTEMへの誘致、キャリ
ア成長の促進から、仕事と家庭のバランスシス
テムの確立、倫理基準の強化まで、キャリアラ
イフサイクル全体を網羅している

• 以上は韓国の制度的対応が、制度的、文化的、
個人的なキャリア障壁に取り組む総合的な戦略
であることを示している



STEM女性の育成・支援のための第5次マスタープラン(2024-2028)

目
標

主
要
戦
略

主
要
施
策

女子学生が科学技術分野での夢を育み、STEM女性が出産・育児の
心配なくキャリアを発展させられる環境を整える。

流入 成長 参入 育成

女 性 人 材 の
早期発掘と、
STEM 分 野 へ
の参入の促進

女性の継続的
な STEM 参 画
を支える基盤
の拡充

有望分野での
女性人材の参
画強化と国際
協力の推進

包摂的な文化
の醸成と社会
貢献の拡大

流入

成長

参入

育成

女 性 人 材 の
早期発掘と、
STEM分野へ
の参入の促進

女性の継続的
なSTEM参画
を支える基盤
の拡充

有望分野での
女性人材の参
画強化と国際
協力の推進

包摂的な文
化の醸成と
社会貢献の
拡大

・小中学生女
子 の た め の
STEM キ ャ リ
ア探究機会の
拡大

・ 女 子 大 学
生・大学院生
の STEM 分 野
への進路進展
の支援

・女子学生が
継続的に成長
できるキャリ
ア基盤の整備

・研究と育児
の両立を可能
にする職場環
境の整備

・多様なキャ
リア形成の支
援と、女性研
究者の研究環
境の改善

・女性の参画
を強化するア
ファーマティ
ブ・アクショ
ンの推進

・有望な技術
分野における
女性人材の育
成と、地域の
雇用連携の強
化

・国際競争力
の向上と国際
協力の促進

・ STEM 分 野
における女性
の技術系起業
を推進

・科学技術に
おける包摂的
文化を促進す
る基盤の構築

・性別視点に
基づくイノベ
ー シ ョ ン
（ Gendered

Innovation ）
の効果向上と
社会的認知の
拡大

・ STEM 分 野
における女性
の社会的役割
と貢献の強化

女性学生の理工系進学の促進 女性学生の就業競争力の強化

女性のキャリア復帰
の支援

研究開発分野での
女性キャリア維持

女性の管理職層の不
足への対応

新産業分野における
女性人材育成

研究開発分野への
女性の新規参入促進

国際ネットワークの
強化

多様性・インクルージョン文化の普及 ワークライフ研究文化の普及

※2023年および2028年は調査年であり、示された数値は前年のデータを反映している。

科学技術分野での DE&I レポート
の毎年の発行（5年連続で実施）

自治型制度の運用率
（不妊治療休暇、保
育費支援、代替要員
制度、出産育児休業、
柔軟勤務・リモート
勤務制度、家族親和
プログラム）

新産業分野の教育プログラ
ムの女性受講者数

女性の正規ポスト新規採
用率

国際女性STEMネットワ
ーク（WWST）交流支

援プラットフォームの会
員数

40代女性の STEM分野に
おける経済活動参加率

科学技術系研究開発機関
における女性雇用維持率

女性中間管理職
（中堅以上）比率

理工系大学（学士課程）への女子学生
の進学率

理工系大学卒業直後の就職率における男
女差の縮小

女性のSTEM参画によって、韓国の持続可能な未来を切り拓く



STEM女性の育成・支援のための第4次・第3次マスタープラン

第3次マスタープラン (2014-2018) 第4次マスタープラン(2019-2023) 

男女が共に主導する創造経済と科学技術

• 理工系女子学生
の就業率60%
女性科学技術研
究者の研究責任
者率15%

·  科学技術R&D分野
の女性就労先20％
·  40代の女性科学技
術者の経済活動の長
期率60％

多様性バランス力量挑戦

·  女性科学技術人材
の就労率：10％
·  R&Dジェンダー分
析のガイドライン開
発・適応

ビジョン

目標

5つの戦略と11の政策課題

1.優秀な女性人材の確保及び活
用

・女子学生に対する科学技術分野の進路ビジョンの提示
・理工系女子学の研究・産業界への進出強化

2.女性科学技術人材のグローバ
ル競争力の強化

・女性科学技術人材の力量強化及びR&D参加拡大
・女性科学技術人材のグローバルネットワーク強化

3.女性科学技術人材のために働
きやすい就労先の拡充

・女性科学技術者の雇用機会を増やす
・女性科学技術者のスタートアップ促進

4.科学技術仕事の生活の質の向
上

・キャリア断絶者の職場復帰をサポート
・ワークライフバランスの職場文化の醸成

5.ジェンダー包摂的な科学技術
文化の創造

・科学技術分野の女性リーダー拡充
・科学技術活動におけるジェンダー別特徴に関する認識
拡散
・ジェンダー多様性基盤拡充とR&D分析・評価導入

ビジョン

創造的な能力と女性のSTEM分野における潜在的価値が実現される社会

目標
STEM分野における女性の質的成長と科学技術分野でのジェンダー平等を達成

・工学系への女子学生の
流入：25％（2017年）
→30％（2030年）
・新産業に進出する女性
人材の輩出：3,000人
（30％）
・STEM系女子学生の就職
率：62.2％（2016年）
→70％（2023年）

・STEM分野の研究開発にお
ける女性の職：16％
（2017年）→30％（2030
年）
・40代のSTEM女性の経済
活動参加率：60.8％
（2017年）→70％（2023
年）
・研究開発の全段階におけ
る女性メンバーの参加強化

制度と文化の革新活動と参加の拡大流入と成長の促進

・女性ポジション目標制度の
導入：9.5％（2017年）
→20％（2023年）
・STEM女性の活動エコシス
テム指標の確立（育成・活
用・インフラの指標）
・研究開発におけるGIの制度
化

主要実施アジェンダ実施戦略

1.戦略分野におけるSTEM
人材の流入と成長を促進

1.未来のSTEM分野の女性になることを奨励
2.有望な新産業における女性STEM人材の育成を強化

2.イノベーションとグロー
バル競争力を強化

1.女性研究者による研究開発活動の支援を拡大
2.STEM分野女性による技術系スタートアップを支援
3. STEM分野の女性の国際的な競争力を高める

3.キャリア全体にわたる定
着と進展を促進

1.STEM分野女性のキャリア開発と多様化を促進
2.ワークライフバランスの環境を整備し、質の高い職を増加
3.STEM分野女性がリーダーになるためのキャリアラダーを構築

4.GIシステムを確立 1.創造的なGIに関する研究と認知度を拡大
2.国の研究開発プロジェクトにおけるGI活性化の基盤を拡充



STEM女性の育成・支援のための第2次・第1次マスタープラン

「女性科学技術者の育成及び支援に関する法律」を制定し、
効率的に実施し、科学技術分野での女性科学技術者の存在感
と影響力を高めることが最大の目標

主な優先事項:
1. 女性の参加を増やす: 特に伝統的に男性の多いの専攻への

女子学生の進学を促進し、女性STEM専門家の雇用機会を
拡大する

2. コンピテンシーの強化: 女子学生や専門家に教育、訓練、
キャリア開発支援、研究参加の機会を強化。

3. システムの構築: プログラムの拡充、アファーマティブ・
アクションの実施、必要な支援インフラ(ネットワーク、
地域連携)の構築により、人材の育成と活用の「好循環」
を確立する

4. 認識の改善: 社会的意識を高め、女性科学者・技術者の士
気を高める

要するに、より多くの女性をSTEMに参入させ、成功するた
めのツールを提供し、社会が女性の価値を確実に認識できる
ようにするための包括的な計画である

第２次マスタープラン (2009-2013) 第１次マスタープラン (2004-2008) 

女性科学技術者が主導する創造科学技術社会の実現

ビジョン

目標

先進女性科学者・
技術者の拡大
・工学系列の女性を
年間25%増加させ
る
・年度別理工系女性
博士1000名育成
（‘13年）

女性科学者・技術者
の雇用・活用の促進

・女性科学者の就
労先を10%増確保
· 国家研究開発事
業に女性研究責任
者比率を10％まで
高める

女性科学者・技術
者の育成・活用体
制の強化
· WLBが優秀な機
関の拡大
· 関連予算の持続
的拡大

実装戦略

育成セクション

(1) 女子学生の理工系
分野進出の促進

(2) 高級女性科学技術
人材の戦略的育成

活用セクション

(1)女性科学者・技術者
が働きやすい就労先の
創出
(2)経歴開発促進及び活
用多変化

インフラセクション

(1) 女性科学者やエン
ジニアのための研究・
社会環境を改善
(2) 持続的投資拡大及
び推進体系整備



ジェンダー平等のための戦略的リーダーシップ- STEM分野におけるGE担当官制度

• この制度は、ジェンダー平等を擁護するために、公立大学及び公的研究機関内で科学技術
リーダーを指名するもの

• 役割: これらの担当官は、(1) 組織内での女性研究者の機会促進、(2)女性人材の獲得・定
着、(3) すべての人のワークライフバランスを確保する支援的な研究環境を創出するため
に積極的に取り組む

• 影響: ジェンダー平等の取り組みを主要なSTEM機関内に分散化し、直接組み込む

Number of organizations operating the management officer system (2005 to 2022)

STEMにおける女性支援方針: 担当官制度



STEM分野におけるGE担当官制度の指定とその役割

韓国では、STEM分野におけるGE担当官制度の法的根拠は、「女性科学技術分野の育成及び支援に
関する法律」第12条および同法施行令第14条及び第15条により定められている。(公共機関にお
ける役員の選任方法及びその職務について)

各機関は、少なくとも2人の担当官を指名する必要がある。1人は部門長級以上の女性研究者でな
ければならず、もう1人は人事または行政官で共同で任命されている必要がある。さらに機関は必
要に応じて、実際的または運用上のタスクを処理するために追加の役員を任命する場合がある。

他の国では委員会の役割や役員のような職務を研究者に割り当てることもあるが、これらは通常、
管理スタッフによって処理される。このように、韓国のSTEM担当官プログラムは、科学技術の多
様性を促進するための比類のないメカニズムとしてユニークである。

STEM担当官の仕事は任意であり、正式な業績評価大賞ではない。ただし年次活動報告書を提出す
る必要があり、所属機関は職場の女性への親しみやすさを評価する年次調査に参加する。政府
(MSICT) は、毎年優秀な担当官に大臣表彰を授与することで、業績をさらに奨励している。

Ref: Personal communication with Dr. J. Kwan, Director of Policy Center at WISET



STEM分野におけるジェンダー公平性担当官制度

現在

• 義務: 公立大学及び公的研究機関では、1名から5名
の担当官を任命することが義務付けられている。

• 報告の仕組み: 担当官はその活動内容をCEOに報告
するが、担当官自身の役職は必ずしも高いわけでは
ない。

• 業績評価:
- WISET が担当官の活動をモニタリングし、研
修プログラムを提供し、ネットワーキングを支
援する。

• 影響: 評価は予算配分や研究資金に直接影響するわ
けではないが、CEOの評価には影響する可能性があ
る。

政策提言

1. ジェンダー公平性委員会
• 任務と権限: ジェンダー公平に関する専任の

委員会を運営し、その職務・役割・権限を明
確に定義する。

2. バイアスの軽減と対立
• 重点領域: ワークとライフの対立や認識的バ

イアス（知識生産における偏り）などの課題
に取り組む。

• 行動: これらのバイアスを軽減するため関連
する研修プログラムを実施する。

3. 研究助成及び評価インセンティブ
• 説明責任: ジェンダー公平性の達成状況を、

政府の資金配分や機関評価に反映させるべき
である。



WISETによる政策/統計に関する年次報告書の発行:2012-2023

STEM女性の支援政策: 年次報告書の発行

年次報告書の発行はSTEM労働力に関するデータを収集
して普及させるためのWISETの体系的な取り組みを強
調している。正確な統計は証拠に基づいた政策の基盤
であるため、これは重要な行動である。



STEM教育における女性と男性の現状

Ref. Women and Men in Science, Engineering and Technology 
2014-2023, WISET



目標の引き上げ: 現在、STEM職の女性従業員30%を目標としている「採用・雇用目標制度」
は、より高い割合を目標として修正することができる
リーダーシップのパイロットプログラム: STEM女性がリーダーシップの地位を追求すること
を奨励するために、「管理職目標システム」パイロットプログラムが開発されている

https://www.wiset.or.kr/module/pdf.js/web/viewer.html?file=/thumbnail/pblcte/TP_20240314155301454Na60.pdf

GEの方針: アファーマティブ・アクション(ジェンダークォータ制度)

Changes in the Recruitment Rate of Public Research 
Institutes in the Field of STEM

Changes in the Recruitment Rate in STEM field



ターゲットシステムの実装
• 必須申請: この制度は、公立大学のみならず国公立の研究機関にも義務的に適用されている
• 採用・採用目標制度: この目標は、第1次マスタープランから第5次マスタープラン(30%)ま

で徐々に増加している。現在の目標である女性新入雇用30%は達成された。

具体的な目標
• 長期的な目標は、研究機関における科学技術における女性の割合を現在の23%から30%に増

やすこと
• そのために各機関に3年間の目標比率を設定し、その機関別目標に照らして年間進捗を評価

している。この取り組みは、政府出資の公的研究機関(すべての公的機関ではない)、公企業
付属の研究機関、および4つの主要な科学技術研究所(KAIST、GIST、DGIST、UNIST)に適
用されr

• 韓国の「科学技術における女性の育成及び支援に関する法律」（2024年改正）はアファー
マティブ・アクションを拡大し、教育機関に対して管理職のランクベースの目標比率を設定
することを義務付けた。このシステムは現在、政府とWISETによる実装に向けて準備中。

GEの方針: クォータ制度の導入

Ref: Personal communication with Dr. J. Kwan, Director of Policy Center at WISET



⮚ 過去10年間で、35歳から39歳の女性の工学分野
の経済参加率は20.0%増加

⮚ 10年前と比べると、工学系女性の経済活動への
参加率グラフがM字からL字に変わった

2023 STEM Workforces in Korea https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do

STEM労働力における女性と男性(2023年): L字・M字カーブ現象



STEM労働力における女性と男性(2014-2023)

2023 STEM Workforces in Korea https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do



2023 STEM Workforces in Korea https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do

STEM労働力の変化(2014-2023): 進歩と根強いギャップ



STEM労働力における女性: 垂直的分離の深刻な問題

2023 STEM Workforces in Korea https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do



2023 STEM Workforces in Korea https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do

STEM労働力における女性: 垂直的分離の深刻な問題



2023 STEM Workforces in Korea https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do

STEM労働力における女性と男性



育児休業制度の共有: STEM分野におけるワークライフバランスの明るい面

2023 STEM Workforces in Korea 
https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do

STEM分野のジェンダー平等とワークライフバランスのための法制度

2023 STEM Workforces in Korea https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do

• 研究環境文化の変化により、男性の育児休業取得者が増加している
育児休業制度の共有は、女性研究者の育児負担の軽減に役立つ
WISETプログラムでは育児バウチャー制度を導入することで、女子大学院生やポスドクを支援している



https://www.wiset.or.kr/module/pdf.js/web/viewer.html?file=/thu
mbnail/pblcte/TP_20240314155301454Na60.pdf

STEMキャリアにおけるGEの課題: 女性の不安定な雇用

2023 STEM Workforces in Korea, 
https://www.wiset.or.kr/prog/pblcte/eng/sub04_02_02/03/view.do

キャリアの中断は徐々に減少しているが、STEM分野の大学教育を受けた女性の場合、キャリアの途中
(35〜39歳)がキャリアの中断率が最も高い。この不安定性は、多くの人が非正社員の職に就いており、
確実性と福利厚生の欠如がキャリアアップを妨げていることによって引き起こされている。



工学部卒業生の女性の割合は34.9%だが、キャリアステージごとに女性の割合
は着実に縮小しており、正教授になる助成はわずか7.6%であり、工学におけ
るジェンダー格差の拡大を浮き彫りにしている

https://www.wiset.or.kr/module/pdf.js/web/viewer.html?file=/thumbnail/pbl
cte/TP_20240314155301454Na60.pdf

GEの課題: アカデミアにおける深刻なロールモデル不足

Women and Men in Science, Engineering and Technology 

2014-2023



GIの概念を体系的に導入 & 第1回研究報告

GIからSDGsまでをテーマに
韓国・ソウルで開催されたGS-AP

WISETとNRFの共催
2016-2020

2021

2015

GI政策の事例研究と研究
議会で開催されたGI政策フォーラム
STEM女性のための第4次マスタープラン(2019-
2023)
SDGのためのGSグローバル ソウル開催(2020)

第1回科学技術情報通信省主催国際シンポジウム
(2024.12.18)
STEM女性のための第5次マスタープラン(2024-
2028)
GI/グローバルネットワークを含む研究評価

2013 - 2014

2022

2023

GIの学習プラットフォームを増やす
OECD-GISTeR: GIから技術評価セミナー
GISTeRの協力: 韓国国立医学アカデミー

第5次科学技術マスタープラン(2023-
2027)へのGIの統合

GI指数・指標に関する研究
若手研究者のためのGISTeR
フェローシッププログラム

2024

科学技術情報通信部許可によるGISTeRの
設立

SGBAを研究に統合する科学技術基本法
及び研究成果評価法の改正

韓国におけるGIへの取り組み: 簡単な歴史



条例 内容

第7条(科学技術マスタープ

ラン)

15-4 セックス／ジェンダー等の特性を考慮した社会的価値を

高めるための科学技術の実施

第14条(技術評価及び評価)

(3)政府は、技術影響評価を実施するにあたり、対象技術の特

性を考慮して、セックス／ジェンダー等の特性の分析が反映

されるようにしなければならない。

第26条の2(科学技術統計及

び指数の調査及び分析)

(3)政府は、科学技術統計と指数を調査・分析する際、個々の

科学技術統計と指数の特性を考慮し、セックス／ジェンダー

等の分析特性を反映しなければならない。

GI普及のための法改正

GI推進のための法的根拠



今後5年間の科学技術の開発目標と政策の方向性を概説する
戦略的青写真

第5次科学技術総合計画
(2023年~2027年)

戦略と目的
セックス／ジェンダー分析をすべての研究実践と応用に統合

-セックス／ジェンダー分析を通じて新たな洞察につながりう
る研究領域への支援を強化

※ (例) 治療改善のためにSGAを使用し、治療が男女の病気
の発症と対処にどのように影響するかを研究する
-研究結果から市場性のある製品を開発するためにセックス、
ジェンダー、交差性を使用するさらなる研究を支援する
※(例)生物医学におけるセックス・ジェンダー・交差性を考
慮した研究成果のデータベース化
これは新しい医療機器や治療法の開発に役立つ

1.質的成長のための科学
技術システムの高度化

2. イノベーションアクタ
ーの能力強化とオープン
エコシステムの育成

3. 国家課題への取り組み
と未来科学への先取り

GI推進のための法的根拠: 第5次マスタープラン



GI推進のための法的根拠: 完全な法的統合の必要

 SGBAを研究に統合するための法律改正のため、議員が
主催する一連の国会フォーラムを組織(2018年-2023
年)STEMM研究にセックス／ジェンダーはなぜ重要か

=> 2020年ソウルで開催された「SDGsのためのジェンダ
ーサミットグローバル」ののち、科学技術基本法がSGBAを
導入して改正(2021)
=>国の研究開発プログラムの成果評価及び管理に関する法
律も、SGBAを導入して改正(2021)

 SGIRを以下の法に統合する必要がある：
• 生命倫理安全法
• バイオテクノロジー推進法
• 脳研究推進法
• 高度再生医療及び先端バイオ医薬品の安全性及び支援に

関する法律
• ヘルスケア基本法

https://www.youtube.com/watch?v=qnQQhOz5pDo&t=211s

GISTeR Photo News
https://www.gister.re.kr/front/user/main.do



第3条(業績評価及び管理
の基本理念)

(7)政府は、業績評価を行うに当たっては、研究開発プログラムの
性質を勘案し、性別等の特性が研究開発プログラムに反映されてい
るか否かを検討しなければならない。<2022年6月29日施行>

国の研究開発プログラムの業績評価及び管理に関する法律へのSGBAの統合

GI推進のために残された課題

•SGBAの実装の不足: 研究者はSGBAの研究への統合に関して自律性を持っているため、実装
が一貫性のない不完全なものとなる => 意識を高める
- GIに対する意識の不足: GIの重要性に対する意識を高める必要がある

•政策におけるジェンダー次元の欠如: 韓国の脳研究振興法は、脳研究におけるジェンダー次元
を見落としている。第3次脳研究推進計画(2018-2022)ではSGBAが考慮されているが、第4次
脳研究推進計画(2023-2027)では考慮されていない

•ジェンダード・リサーチへの助成不足: SGBA統合研究に特化した助成は義務化されていない

GI推進のための法的根拠: GI義務化と実施ギャップ



• 韓国がホライズン・ヨーロッパに準会員として加盟したことで、ジ
ェンダー平等計画(GEP)の策定とジェンダー次元の研究への統合が
「部分的に」義務化された

• そのため、第5次マスタープランにおいて、第4次マスタープランと
比較して、研究者の自主性を尊重しつつジェンダーへの配慮を効果
的に取り入れた、より具体的な行動計画が必要となった

GI促進のための法的根拠: ホライズン・ヨーロッパの準会員

• GIのための法律と政策は、SGIRを促進するために必要だが、十分ではない



• 助成機関は、研究者の自律性を維持しつつセックス・ジェンダー分析（SGA）を導入する
ことで科学技術基本法改正の効果を高めるために、ジェンダー・フラッグシップ・プロジ
ェクトのような、専用の資金枠を設けることから始めることができる

SGA統合論文の現状

認識的公平性のための資金提供の必要性

REF: The impact of sex/gender-specific funding and editorial policies on biomedical research outcomes: a cross-national analysis

(2000–2021). Sci Rep 14, 26599 (2024). https://doi.org/10.1038/s41598-024-77018-0



韓国におけるジェンダー平等政策の展開

韓国の反応:
政策の展開

ステージ1: 第一世代
科学者
(2000年代初頭)

第二世代
(2015年代 - 現在)

女性科学者・エンジニアの
育成に関する法律(2002年)

SGIRと科学技術基本法
(2021年)

焦点：
直接支援、奨学金、数の増加

結果：
数は増加したが、システム変革は遅い

焦点：
セックス／ジェンダー統合研究
(研究デザインと資金調達にジェンダー視点の
統合を義務化)
結果：
研究の質に公平性が組み込まれた
バイアスに異議が申し立てられた



法的義務化から効果的な実施へ

7つの重点施策

1. SGIR実装の義務化: コンプライアンス強制には、自主的な統合を超えていく必要

2. 専用資金: 国際的な例が示すように、研究者にインセンティブを与え、質の高いSGIRプロジェクト

を確保するために不可欠

3. 評価とモニタリング: 研究プロセスの全体を通じてジェンダー分析の適用を測定するために、特定の

指標を開発し、システムを確立する必要

4. 能力開発: 科学技術のリーダーがGIを擁護し実施する装備を確保するためには、リーダーシップ強化

プログラムへの投資が必要

5. 協働とネットワーキング: 知識とベストプラクティスを共有するために必要

6. ベストプラクティスと意識向上: 研究者の消極性やGIに関する知識の不足を克服するために重要

7. 政策実施レビュー: 政策が関連性を維持し、新たな課題に対応していることを確認

効果的である必要: 
韓国は第一世代の政策(直接支援、奨学金)から第二世代の政策(枠組み法へのSGIR統合の義務
化)へと歩みを進めているが、法的義務化だけでは根深いバイアスに異議を唱えるには不十分



結論と考察: 東アジアのための共通の教訓

Point 3 制度の責務

Point 2 ガイドラインではなく
義務化

Point 1 二重の戦略

ジェンダー平等に対する構造的
障壁と認識的障壁の両方に対処

「女性を変える」のではなく、
「制度とその文化を変える」こ
とに焦点を当てる

システムの変革には、法的な
義務付けと戦略的な資金投入
が不可欠



要点

最終的な命題
STEM分野におけるジェンダー多様性は、グローバルなイノベーショ
ン、競争力、複雑な社会問題への対処に不可欠
気候変動、健康の公平性、高齢化、エージェント型AIの倫理的課題
などの危機を解決するには、公平で認識的に健全なシステムを通じて
すべての人材を関与させ、活用する必要がある

要点: 
東アジアがハイテクでイノベーション主導の世界経済において将来を確保
するためには、知識基盤が認識的に強固で、人材パイプラインが構造的に
公平であることを保証するための、法的に裏付けられた包括的戦略を実施
する必要がある



Website gister.re.kr

https://www.youtube.com/@gister9795

https://www.youtube.com/@gister9795/videos

GIに対する意識を高めるための行動: GISTeRのSGIRのための知識創造



• GIジュニアフェローシップへの支援
- 若手研究者の研修プログラム(1週間
- ジェンダー専門家のメンタリングによる

セックス／ジェンダー分析を統合した
提案書を作成するためのフェローシップ
の支援(3か月)

- 43人中、男性の参加者はわずか3人

=>博士課程学生とポスドクにより43の提
案が作成('23-'24)

⇒ 小規模研究助成('24: 8名)
⇒ GIフォーラムでの発表
⇒ 書籍の章の執筆: 韓国NASにより優れた

本に選出('24)

GIに関する意識を高めるための行動: ジュニアフェローシップ



GIに対する意識を高めるための行動: パートナーシップの強調

1. 韓国国立医学アカデミーとの協働: 出版やフォーラム共催
• ジェンダー医学の教科書: 韓国国立科学アカデミーにより今年

のベストブックを受賞(2023年)
• ジェンダー医学がいくつかの医学部のカリキュラムに採用

2. 専門学会との協働: APSNの隔年会合においてKSBNSと
GIに関するワークショップを共催
(2024.10.17, 2025.8.26)

3. KSMBEとGISTeR共催の年次シンポジウムでGIに関す
る特別セッションを開催 (2024.11.8)

3. 韓国セックス・ジェンダー特異生物医科学会の発足

• 韓国では、男女問わず参加できるアウトリーチプログラムでも、男性の参加者比率は10%未満
• GIを促進するには、STEMM分野のリーダーによるGIへの支援が必要

=>専門学会とのパートナーシップ
Selected an 

excellent 

academic book 

by the NAS,  

ROK (‘23)



GIに対する意識を高めるための行動

Springer Natureは2024年8月20日に第1回韓国研究諮問フォーラム
(KRAF)を開催し、韓国の研究機関から影響力のある多様な人々が参加

GISTeRセンター長Heisook Lee氏も研究実践における多様性・包摂性の
重要性を強調し、より包括的な研究環境を促進するための重要なステップ
として、ジェンダーとジェンダーに基づく分析の統合などの、改善すべき
重要な分野に言及。また、多様性を支援するグローバルな取り組みも提起
され、これらの考慮事項を研究方針に組み込むことが提唱された。議論は、
今日の複雑な状況における研究の有効性と関連性を高めるために、さまざ
まな側面にわたる多様なアプローチの必要性を強調した。

Soon Kim and Ayako Miyazaki

Author: Soon Kim and Ayako Miyazaki

• 研究評価の責任ある改革は韓国にさらなる価値を
もたらしうる

https://www.springernature.com/gp/advancing-discovery/springboard/blog/blogposts-open-

research/kraf-2024-research-assessment/27701464

• GIを研究評価に反映: Nature Indexと
共同で指数や指標を開発



GIに対する意識を高めるための行動

https://www.youtube.com/watch?v=-

AHvoyZPwdg

ベトナムとのGI普及のためのPavitalウェビナー:
- GIに関する知識の共有
- ベトナムからは、気候変動関連疾患におけるSGBAの視

点から、健康の公平性について多くを学んだ
- 共同研究のテーマを特定
- GISTeR-UN Women Center in Korea – ソウル大学

盆唐病院ジェンダー医学研究センター

GISTeR-CWS Webinar on GI



GIに対する意識を高めるための行動

ジェンダーサミットを通じた持続可能な開発のためのGIの促進: 

- Gender Summit AP in 2015の共催
- Gender Summit Global for SDGsの共催
- GSのパートナーシップを通じて、GIに関する韓国のイニシアチブを共有



Fairness of AI in Medical Imaging: Third International 

Workshop, FAIMI 2025, Held in Conjunction with 

MICCAI 2025, Daejeon, South Korea, September 23, 

2025

2023年にGISTeRとKOFST主催で韓国
で開催された、BrainLink 2023の成果

GIに対する意識を高めるための行動



WISETのDEIへ取り組み



WISETのDEIへの取り組み

⮚ ソウル大学（SNU）は包括的な政策と実践を推進する
ために、大学全体のDEI委員会を設置しており、医科
大学でも独自にDEI委員会を設置して、医学の教育・
研究における公平性と多様性の向上に取り組んでいる



감사합니다.

ご清聴ありがとうございました
Thank you
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